
20平成24年12月15日号

伝承館・彫刻周遊

那
須
与
一
伝
承
館
通
信 〈
第
23
回
〉

萌葱糸威大鎧（復元）
（那須与一伝承館蔵）

○
萌
葱
糸
威
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復
元
）

　この作品は黒羽屋内温水プールの南、黒羽運
動公園敷地内の土手に設置してあります。

　題名のとおり、
この作品は塔の
形をしています。
その塔は、側面
にいくつかの階
段を有し、いく
つ も の 窓（扉）が
開いています。
そして、その塔
は最上階から４
分の１程度のと
ころで折れ曲が
っています。

　『石に刻まれた眼は
永遠に開く』作者が図
録に残したコメント
は西脇順三郎氏の詩
『眼』から引用したも
のだと思われます。
「その眼の見つめる先には、天を目指す塔がある
ように思うのです。」作者は、この詩を鑑賞し、
その思いを作品として形にしたのでしょうか。
　作者は山形県生まれの菊地伸治氏。東京造形
大学研究生を終了後、平成５年度文化庁芸術家
在外研修員として渡欧。1990 年に東京オブジ

ェ・コンペティションで入
選（新東京都庁に作品が設
置される）、日本・韓国人
作家による交流展参加な
ど、多数のイベントに参加
されています。2012 年現
在において、国画会会員、
日本美術家連盟会員。

彫  刻
周  遊

このコーナーは、「那須野が原
国際彫刻シンポジウム」で公
開制作、設置された作品とそ
の作者を連載で紹介します。

市内で作られた作品とその作者
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今
回
は
那
須
与
一
伝
承
館
が
収
蔵
す
る

資
料
の
中
か
ら
、
萌
葱
糸
威
大
鎧
を
紹
介

し
ま
す
。

　

本
品
は
、
平
安
時
代
後
期
に
那
須
与
一

宗
隆
が
着
用
し
て
い
た
と
さ
れ
る
大
鎧
を

復
元
し
た
レ
プ
リ
カ
で
す
。
大
鎧
は
平
安

時
代
中
期
に
成
立
し
、
特
に
源
平
合
戦
の

時
代
に
は
盛
ん
に
用
い
ら
れ
ま
し
た
。
兜

を
合
せ
る
と
30
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
な
る
騎

兵
用
の
鎧
で
、
弓
矢
に
よ
る
防
御
に
優
れ

て
い
ま
し
た
。
中
世
で
は
、
鎧
と
い
え
ば

こ
の
大
鎧
の
こ
と
を
指
し
て
お
り
、「
大
鎧
」

の
呼
称
が
定
着
す
る
の
は
江
戸
時
代
以
降

の
こ
と
で
し
た
。

　

本
品
は
、『
平
家
物
語
』で
与
一
の
装
備
を

記
し
た
箇
所
に「
萌
葱
威
の
鎧
着
て
」と
あ

る
こ
と
か
ら
、
威
毛
に
萌
葱
色（
青
と
黄
の

間
の
色
）の
組
み
紐
を
用
い
て
復
元
し
た
も

の
で
す
。

　

現
在
、
本
品
を
展
示
し
て
お
り
ま
す
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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